
と
も
に
つ
く
る
秦
野

・南が丘　4期目
・総務常任委員会委員

☎090-6010-7129

古木勝久

ブ
ロ
グ
や
Ｘ
は

こ
ち
ら
か
ら

　

第
３
回
定
例
月
会
議
は
、
主
に
令
和
６
年
度
の
一

般
会
計
等
の
決
算
を
審
査
す
る
議
会
で
す
。

　

今
号
で
は
決
算
審
査
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
一
般

質
問
、
討
論
に
つ
い
て
一
部
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和７年９月
第３回定例月会議

☎080-5375-3240

・北矢名　1期目
・環境都市常任委員会副委員長

と
も
に
歩
も
う
、

こ
の
先
の
秦
野
へ

桑原昌之

☎090-5752-8260

・曽屋　1期目
・文教福祉常任委員会副委員長

田中めぐみ

ブ
ロ
グ
や
Ｘ
は

こ
ち
ら
か
ら

☎090-2667-5499

・今泉　2期目
・総務常任委員会委員長

原 聡

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

議会報告

■
「
秦
野
で
子
育
て
し
て
よ

か
っ
た
！
」
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ

　
９
月
１
日
発
行
の
「
広
報

は
だ
の
」
の
表
紙
を
飾
る
丹

沢
を
背
景
に
家
族
が
道
端
を

歩
く
写
真
と
「
こ
こ
で
育
て

る
、
こ
こ
で
育
つ
。
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
目

を
奪
わ
れ
た
。

　
私
自
身
も
自
然
豊
か
な
本

市
に
育
ま
れ
、
さ
ら
に
は
子

育
て
も
経
験
し
「
秦
野
で
子

育
て
し
て
よ
か
っ
た
！
」
と

実
感
す
る
一
人
で
あ
る
。

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
、

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
支
え
る
都
市
公
園
・
児
童

館
・
公
民
館
・
こ
ど
も
館
等

の
公
共
施
設
の
利
用
状
況
や

管
理
状
況
。
さ
ら
に
は
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

活
動
・
遊
び
場
を
提
供
す
る

活
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
市
内
各
地
で
２
０
０
を
超

え
る
都
市
公
園
で
は
遊
具
点

検
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
日
頃
の
管
理
は
担
当
課

だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
支
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
も

あ
る
が
高
齢
化
に
よ
っ
て
管

理
が
行
き
届
か
な
い
所
も
あ

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
場
所
と
な
る
公
共
施
設
は

老
朽
化
な
ど
維
持
管
理
に
苦

慮
し
て
お
り
今
後
の
再
編
整

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支

え
る
市
民
団
体
は
物
価
高
騰

な
ど
に
よ
り
活
動
継
続
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
。
各
団
体

の
声
に
よ
り
丁
寧
に
耳
を
傾

け
る
支
援
体
制
も
必
要
だ
。

　
本
市
で
は
「
こ
ど
も
基
本

法
」
を
も
と
に
本
年
３
月
に

「
秦
野
市
こ
ど
も
計
画
」
を

策
定
し
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で

「
秦
野
で
子
育
て
し
て
よ

か
っ
た
！
」
と
多
く
の
市
民

が
実
感
で
き
る
よ
う
「
子
育

て
基
本
条
例
の
策
定
を
め
ざ

し
て
は
ど
う
か
」
と
要
望
し

た
。

■
南
が
丘
地
区
西
側
～
不
透

明
な
土
地
改
良
事
業
計
画

　
南
が
丘
地
区
に
隣
接
す
る

今
泉
池
窪
地
区
で
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
土
地
改
良
事

業
の
内
容
を
確
認
し
た
。
明

確
な
営
農
計
画
が
な
い
こ

と
、
57
万
㎥
、
１
日
70
台
の

大
型
ダ
ン
プ
で
土
砂
等
が
搬

入
さ
れ
る
が
、
ど
こ
か
ら
ど

の
よ
う
な
土
砂
等
が
搬
入
さ

れ
る
の
か
不
明
で
あ
る
こ

と
。
質
問
で
は
事
業
主
体
の

（
仮
）
今
泉
池
窪
土
地
改
良

組
合
に
秦
野
市
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
手
続
き
に
基
づ
き
地

域
等
へ
の
説
明
会
を
開
催
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は

課
題
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。

引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

■
自
治
会
の
加
入
率
低
下
、

担
い
手
不
足
、
支
援
の
在
り

方
を
問
う

　
直
近
の
調
査
で
本
市
の
自

治
会
加
入
率
は
52
・
86
％
、

こ
れ
は
県
内
で
も
最
下
位
に

近
い
。
加
入
率
と
担
い
手
不

足
の
悪
循
環
は
深
刻
で
あ

る
。
行
政
の
判
断
で
自
治
会

の
役
割
と
責
任
を
定
め
る
こ

と
な
く
、
自
治
会
へ
の
支
援

の
在
り
方
を
重
要
視
し
、
例

え
ば
「
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
の
見
直
し
な
ど
、
持
続

可
能
で
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
支
援
を
要
望
し

た
。
次
の
一
般
質
問
で
は
別

の
角
度
か
ら
支
援
の
在
り
方

を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

■
令
和
元
年
台
風
19
号
の
被

害
か
ら
６
年
～
堀
水
路
暗

き
ょ
上
部
に
遊
歩
道
が
完
成

　
遊
歩
道
が
今
年
３
月
11
日

に
完
成
し
た
。
将
来
の
こ
と

を
考
え
、
市
と
地
域
と
の
個

別
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
提

案
し
た
。
「
よ
り
良
い
も
の

が
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
ル
ー

ル
づ
く
り
は
必
要
だ
と
は
考

え
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
市
民
と
本
市
の
協
働
の

作
業
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
今
後
の
展
開
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

■
防
災
の
広
域
的
な
連
携
を

　
移
動
式
ト
イ
レ
カ
ー
の
導

入
を
取
り
上
げ
た
。
能
登
半

島
地
震
で
は
「
食
料
よ
り
ま

ず
ト
イ
レ
を
」
と
の
声
が

あ
っ
た
が
、
本
市
も
未
整
備

で
あ
り
駅
や
避
難
所
で
の
不

足
は
課
題
で
あ
る
。
答
弁
で

は
災
害
対
応
車
両
登
録
制
度

を
活
用
す
れ
ば
民
間
ト
イ
レ

カ
ー
の
要
請
が
可
能
と
の
こ

と
。
市
が
保
有
す
る
移
動
式

ト
イ
レ
カ
ー
や
『
防
災
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
』
の
導
入
と
、
優

先
配
置
場
所
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
要
望
し
た
。
ま
た
発

災
直
後
に
稼
働
で
き
る
運
用

計
画
を
策
定
し
、
近
隣
市
と

の
共
同
利
用
や
民
間
協
定
を

図
る
こ
と
を
求
め
た
。

■
災
害
時
医
薬
品
の
確
保
を

　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所

で
の
薬
品
の
確
保
を
は
じ

め
、
外
国
籍
を
含
む
市
民
に

向
け
た
防
災
情
報
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
答
弁
で
は
災
害

処
方
箋
に
基
づ
き
調
剤
を
行

い
窓
口
負
担
も
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
市
民
に
も
３
〜
７

日
分
の
薬
品
備
蓄
が
必
要
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
同
一

処
方
を
最
大
３
回
ま
で
再
診

な
く
継
続
で
き
る
制
度
の
活

用
（
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
）
と

そ
の
周
知
を
提
案
し
た
。

■
日
本
語
指
導
に
つ
い
て

　
学
校
巡
回
型
日
本
語
支
援

教
室
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
文
化
等
の
違
い
か
ら
通

学
で
き
な
い
子
ど
も
が
生
じ

な
い
よ
う
危
機
意
識
を
持
っ

て
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
『
言
語
教
育
人
材
の

発
掘
と
加
配
』
に
力
を
入
れ

る
べ
き
と
、
県
や
関
係
機
関

と
の
調
整
を
要
望
し
た
。

■
会
派
を
代
表
し
て
賛
成

　
緑
町
に
休
日
夜
間
急
患
診

療
所
等
を
開
設
す
る
た
め
の

市
道
廃
止
に
関
す
る
議
案
に

賛
成
。
し
か
し
議
案
策
定
に

至
る
『
手
続
の
透
明
性
や
情

報
公
開
』
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
・
防
災
計
画
等

と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
、

代
替
動
線
や
交
通
影
響
に
配

慮
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

■
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
反
対

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決

算
の
認
定
は
、
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
た
が
、
と
も
に
つ

く
る
秦
野
は
反
対
し
た
。
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
、
歴
史
的
な

高
水
準
に
達
し
た
。
昨
今
の

食
品
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が

生
活
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る

現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
こ

そ
、
本
市
も
市
民
生
活
に
直

結
す
る
施
策
に
力
を
入
れ
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

■
反
対
し
た
主
な
理
由

　
子
育
て
支
援
や
人
に
投
資

す
る
施
策
を
優
先
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
２
０
３
０
年
ま

で
が
、
少
子
化
傾
向
を
転
換

で
き
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と

言
わ
れ
て
久
し
い
。
本
市
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
県
下
の

中
で
も
低
い
状
況
で
あ
る

が
、
本
気
度
が
見
え
て
こ
な

い
。
学
校
施
設
の
維
持
管
理

の
在
り
方
で
は
、
来
年
度
に

見
送
っ
た
工
事
は
雨
漏
り
修

繕
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
ど

も
の
学
習
環
境
や
教
職
員
の

多
忙
化
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
適
切
な
予
算
措
置
と
本

格
的
な
営
繕
組
織
体
制
の
構

築
を
求
め
た
。
幼
児
教
育
・

保
育
の
施
策
で
は
、
「
秦
野

市
こ
ど
も
計
画
」
の
中
に

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の

充
実
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
盛
り
込
む
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
政
策
的

な
戦
略
を
構
築
し
、
幼
児
教

育
・
保
育
に
お
け
る
最
低
限

度
の
環
境
基
準
を
示
す
べ
き

だ
。
市
民
総
ぐ
る
み
の
学
校

給
食
で
は
、
こ
ど
も
基
本
法

の
精
神
は
こ
ど
も
の
意
見
の

尊
重
が
最
優
先
で
あ
り
、
早

期
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
要

望
し
た
。
農
業
振
興
施
策
で

は
、
農
業
で
食
べ
て
い
け
る

抜
本
的
な
政
策
転
換
を
要
望

し
た
。
混
雑
を
極
め
多
忙
化

し
て
い
る
本
市
の
窓
口
業
務

で
は
、
業
務
量
の
把
握
と
事

務
改
善
を
提
言
。
平
和
事
業

で
は
、
長
崎
訪
問
団
事
業
の

再
開
を
要
望
し
た
。


